


複 数 マ シ ン で 共 有 で き る な ど 、 中 小 規 模 工 事 に マ ッ チ す る I C Tソ リ ュ ー シ ョ ン 「 i Di g」

●  ホ ル ナ ビ 対 応 工 事 一 覧
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　 国 土 交 通 省 に よ る 「 i - C o n str u cti o n」

の 取 り 組 み は 、 こ れ ま で 国 の 直 轄 す る

公 共 工 事 が 中 心 だ っ た 。 し か し 、 最 近

で は 地 方 自 治 体 や 民 間 発 注 の 工 事 に も

I C T建 機 が 活 用 さ れ 始 め て い る 。 そ の

た め 、 コ ベ ル コ 建 機 の ホ ル ナ ビ で は 大

規 模 工 事 向 け の 製 品 は も ち ろ ん 、 中 小

規 模 工 事 に も 活 用 で き る ソ リ ュ ー シ ョ

ン を ラ イ ン ア ッ プ 。 工 事 規 模 に 関 係 な

く 、 I C T施 工 を バ ッ ク ア ッ プ す る 体 制

を 整 え て い る 。 な か で も 、 中 小 規 模 工

事 向 け に 開 発 さ れ た 代 表 的 な 例 が 、

「 i Di g」 だ  。

　 i Di gと は 、 指 定 し た 点 を 基 準 に 、 任

意 の 深 さ や 勾 配 ま で の 距 離 を 表 示 す る

2 D マ シ ン ガ イ ダ ン ス 。 オ フ セ ッ ト ブ ー

ム に も 対 応 し て い る i Di g搭 載 機 を 使 用

す れ ば 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス の デ ィ

ス プ レ ー に 表 示 さ れ る 設 計 と の 差 分 を

リ ア ル タ イ ム に 確 認 し な が ら の 施 工 が

可 能 に な る た め 、 丁 張 り の 設 置 数 を 減

ら す こ と が で き 、 事 前 の 測 量 や 準 備 工

の 省 力 化 、 安 全 確 保 に も つ な が る 。 さ

を 取 り 扱 っ て い る の は コ ベ ル コ 建 機 だ

け で す 。 こ れ を 使 い 始 め る と 、 も う 前

の ア タ ッ チ メ ン ト に は 戻 れ な い と い う

方 も い ら っ し ゃ る ほ ど 、 現 場 の お 客 様

か ら 高 く 評 価 さ れ て い ま す 」 （ 高 木 ）

　 さ ら に 、 都 市 土 木 で 活 用 さ れ る ミ ニ

シ ョ ベ ル に チ ル ト ロ ー テ ー タ と i Di gを

搭 載 。 両 シ ス テ ム を 併 用 す る こ と で 、

地 中 構 造 物 の 破 損 リ ス ク の 低 減 や 施 工

効 率 ア ッ プ 、 人 員 コ ス ト 削 減 を 可 能 に

す る 無 電 柱 化 施 工 の 新 工 法 を 、 「 N P O

法 人  電 線 の な い 街 づ く り 支 援 ネ ッ ト

ワ ー ク 」 の 活 動 の な か で 提 唱 。 小 規 模

工 事 に お け る I C T建 機 活 用 を 促 進 す る

啓 発 活 動 も 行 っ て い る 。

 「 I C T建 機 は 大 規 模 工 事 に 特 化 し た も

の で は あ り ま せ ん 。 ホ ル ナ ビ な ら 、 中

小 規 模 工 事 に も I C T建 機 を 導 入 し て そ

の メ リ ッ ト を 感 じ る こ と が で き ま す 」

（ 高 木 ）

足 場 を 整 え な く て も 自 由 に 法 面 整 形 が 可 能 。 施 工 時 間 を 大 幅 に 短 縮 で き る 「 チ ル ト ロ ー テ ー タ 」

　 チ ル ト ロ ー テ ー タ は バ ケ ッ ト の 傾 き

と 回 転 を 自 在 に コ ン ト ロ ー ル で き る 特

殊 ア タ ッ チ メ ン ト だ 。 掘 削 や 整 形 可 能

な 範 囲 が 飛 躍 的 に 拡 大 で き る う え 、 傾

斜 地 で も 機 体 の 足 場 を 整 地 せ ず に 作

業 を 正 確 か つ 効 率 的 に 行 え る 。 チ ル

ト ロ ー テ ー タ に I C T機 能 を プ ラ ス し た

「 チ ル ト コ ン ト ロ ー ル 」 な ら 、 設 計 面

に 対 し て 常 に 同 じ バ ケ ッ ト 角 度 を 保 つ

よ う に 自 動 で コ ン ト ロ ー ル 。 デ ィ ス プ

レ ー 表 示 で バ ケ ッ ト 位 置 を 確 認 し な が

ら 作 業 で き る 。

 「 国 内 建 機 メ ー カ で チ ル ト ロ ー テ ー タ

2 0 1 9 年 度 よ り 、 ホ ル ナ ビ の メ リ ッ ト

や 施 工 プ ロ セ ス の 理 解 を 促 す 取 り 組 み

に 力 を 入 れ て い る 。

　 例 え ば 、 コ ベ ル コ 建 機 日 本 の 支 社 な

ど 全 国 6 カ 所 で 展 開 す る 「 ホ ル ナ ビ ・

ジ ョ ブ サ イ ト 」 は 、 実 施 工 と 同 等 の 作

業 で I C T施 工 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 体

験 で き る 仮 想 現 場 だ 。 さ ら に 、 こ れ ら

の 施 設 で は 3 D デ ー タ を 活 用 し た 施 工

「 i - C o n str u cti o n」 の 失 敗 談 や 苦 労 話 、

重 要 ポ イ ン ト な ど 、 I C T施 工 全 般 に わ

た る 講 習 が 受 け ら れ る 「 ホ ル ナ ビ 塾 」

も ス タ ー ト 。 2 0 年 3 月 か ら 計 2 4 回 の 開

催 を 予 定 ※ し て い る 。

　 ま た 、 測 量 機 器 メ ー カ や 設 計 コ ン

サ ル タ ン ト を は じ め と す る I C Tパ ー ト

ナ ー と の 連 携 を 強 化 す る こ と で 、 各 種

コ ン サ ル テ ィ ン グ か ら 導 入 支 援 ま で 全

国 対 応 が 可 能 に な っ た 。 施 工 会 社 の 内

製 化 に 向 け た コ ン サ ル テ ィ ン グ な ど 、

導 入 後 の ア フ タ ー フ ォ ロ ー 体 制 の 構 築

に も 注 力 し て い る 。

I C T施 工 の 啓 発 と と も に 万 全 の ア フ タ ー フ ォ ロ ー 体 制 の 確 立 へ

 「 ホ ル ナ ビ は 現 在 、 そ し て 将 来 の 建 設

機 械 に 欠 か せ な い I C T機 能 で す 。 作 業

効 率 の ア ッ プ 、 人 的 リ ソ ー ス 不 足 の 解

消 、 ト ー タ ル コ ス ト 低 減 、 安 全 性 向 上

と い う 複 合 的 な メ リ ッ ト を も た ら す ソ

リ ュ ー シ ョ ン な の で す 」 。 こ う 語 る の

は 、 コ ベ ル コ 建 機 の I C Tホ ル ナ ビ 推 進

室 室 長 の 高 木 徳 雄 だ 。

　 と は い え 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト の 高 さ

や I C T施 工 は 難 し い と い う 理 由 で 導 入

を た め ら う ケ ー ス や 、 導 入 し た も の の

ホ ル ナ ビ 本 来 の メ リ ッ ト を 十 分 に 享

受 で き て い な い お 客 様 が い ま だ に 少

な く な い 。 そ こ で コ ベ ル コ 建 機 で は 、

高 木 徳 雄

コ ベ ル コ 建 機 株 式 会 社

シ ョ ベ ル 営 業 本 部

営 業 促 進 部

I C Tホ ル ナ ビ 推 進 室

室 長 　

狭 所 や 地 中 に 配 管 な ど が あ る 現 場 で 活 躍 す

る チ ル ト ロ ー テ ー タ 。 2 D ／ 3 D マ シ ン ガ イ

ダ ン ス と チ ル ト コ ン ト ロ ー ル で 施 工 ス ピ ー

ド 、 安 全 性 が ア ッ プ す る

ら に 、 1 0 0 通 り の シ ョ ベ ル 設 定 値 を 登

録 で き 、 セ ン サ は ワ ン タ ッ チ で 着 脱 可

能 な の で 、 複 数 の マ シ ン で の 共 用 も 実

現 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に か か る 時 間 は

約 1 時 間 と い う 導 入 の 手 軽 さ も 特 長 だ 。

　 ミ ニ シ ョ ベ ル の 多 く に 搭 載 さ れ る

ド ー ザ ブ レ ー ド を 使 っ た 敷 き 均 し 工 程

に お い て 、 ブ レ ー ド 高 さ と 施 工 面 は オ

ペ レ ー タ の 目 線 位 置 か ら 見 え に く く 、

高 さ 精 度 良 く 施 工 す る に は 熟 練 を 要 す

る と い え る 。 「 i Di g D o z er」 は こ の 問

題 を 解 決 し 、 ミ ニ シ ョ ベ ル １ 台 で 掘 削

と 敷 き 均 し の ガ イ ダ ン ス を 両 立 さ せ る

こ と に 成 功 し た 。 近 年 は 特 に ブ ル ド ー

ザ の オ ペ レ ー タ が 不 足 し て お り 、 シ ョ

ベ ル 1 台 で 両 方 の 施 工 を 可 能 に す る こ

と で 施 工 効 率 向 上 と 人 手 不 足 解 消 に 寄

与 す る 。

シ ョ ベ ル モ ー ド か ら ド ー ザ

モ ー ド へ は 、 モ ニ タ 上 で ワ ン

タ ッ チ で の 切 り 替 え が 可 能

1 3 t 以 上 の 機 械 が 必 要 な 大 型 の 工 事 現 場 に は 3 D マ シ ン コ ン ト ロ ー ル （ 3 D M C ） や 3 D マ シ ン ガ イ ダ ン ス （ 3 D M G ） 、 中 小 規 模 の 道 路 工 事

や 無 電 柱 化 工 事 な ど は 2 D で カ バ ー す る 。 い ず れ も チ ル ト ロ ー テ ー タ が 搭 載 可 能 で 、 ど の よ う な 規 模 の 現 場 で も 全 方 位 的 に 対 応 で き る

工 事 規 模 、 工 程 マ シ ン  ユ  ー ザ
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U s er' s V oi c e / i Di g

床 掘 作 業 な ど の 際 、 こ れ ま で は 手 元 作 業

員 を 1 名 置 い て い ま し た が 、 オ ペ レ ー タ

の み で 対 応 が 可 能 に な り ま し た ！

道 路 工 事 に お け る 日

当 り 施 工 量 が 5 0 m く

ら い 伸 び ま し た ！

機 械 を 移 動 せ ず に そ の 場 で

作 業 可 能 な の で 、 施 工 時 間 が

大 幅 に 短 縮 で き ま し た ！

地 中 に 別 の 管 が 横 断 し て い る 水 道 管 工 事 の 現 場 で

は 、 逆 バ ケ ッ ト が で き る の で 移 動 せ ず に 作 業 が 可 能

に な り 、 施 工 ス ピ ー ド が か な り 上 が り ま し た ！

U s er' s V oi c e / チ ル ト ロ ー テ ー タ

現 場 の 各 工 程 か ら 得 ら れ る 電 子 情 報 を 活 用 し て

施 工 を 行 う I C T施 工 。 コ ベ ル コ 建 機 で は 、

I C T施  工  の ト ー タ  ル  ソ リ ュ ー  シ ョ ン

『 ホ ル ナ ビ 』 を 2 0 1 6 年 に 発 売 。

I C T施 工 の 付 加 価 値 を 広 め る こ と で

誰 も が 働 け る 現 場 を 目 指 し 、 現 場 の 人 材 不 足 解 消 へ

大 き く 前 進 し た 。 さ て 、 そ の 先 に 、

コ ベ ル コ 建 機 は ど ん な 施 策 を 考 え て い る の か 。

I C Tホ ル ナ ビ 推 進 室 室 長 の 高 木 徳 雄 に 聞 い た 。

現 場 に 先 進 の I C Tを
特 集

３ D ２ D

現 場 に 先 進 の

I
C
T
を

特 集

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 影 響 の た め 、 開 催 中 止 ・ 延 期 と な る 場 合 が あ り ま す
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t e xt b y N o b ut a k a O d a ／  p h ot o gr a p h s b y T at s u y a Ji n b o

洋 介 さ ん が 代 表 取 締 役 社 長 を 務 め 、 国

の 公 共 工 事 を 数 多 く 手 が け て い る 。

　 上 瀧 専 務 は 学 生 時 代 か ら 独 自 に コ ン

ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 う ほ ど

I C Tに 強 く 、 土 木 工 事 へ の

応 用 に も 、 2 5 年 ほ ど 前 か

ら 取 り 組 ん で き た 。

 「 関 数 電 卓 で プ ロ グ ラ ム を

組 み 、 測 量 計 算 な ど に 使 っ

て い ま し た 。 で も 最 初 は 失

敗 ば か り で し た 。 そ こ で 、

昔 か ら の 知 り 合 い の 測 量 会

社 へ 相 談 し 、 情 報 交 換 を し

な が ら 一 緒 に 取 り 組 ん で き

た こ と が 、 I C T活 用 を 推 し 進 め る 転 機

と な り ま し た 。 今 、 よ う や く 成 果 が 実 っ

て き た と 感 じ て い ま す 」 （ 上 瀧 専 務 ）

　 上 瀧 専 務 は 、 I C T建 機 の 強 み を 、「 丁

2 5 年  前 か ら 取 り 組 ん だ

土 木 の I C T化 が 結 実
 

 「 最 初 に コ ベ ル コ 建 機 の チ ル ト ロ ー

テ ー タ 搭 載 機 、 S K 1 3 5 S R を 目 に し た

の は 、 2 0 1 9 年 3 月 に 北 九 州 で 開 か れ

た コ ベ ル コ 建 機 の 展 示 会 。 な に よ り メ

カ ら し さ に あ ふ れ た デ ザ イ ン に 一 目 惚

れ し ま し た 」 と 語 る の は 、 上 瀧 組 の 専

務 取 締 役 、 上 瀧 直 樹 さ ん だ 。

　 同 社 の 設 立 は 戦 後 間 も な い 1 9 4 8 年 。

上 瀧 専 務 の 祖 父 が 創 業 し 、 建 築 か ら 次

第 に 土 木 工 事 中 心 へ と シ フ ト し 、 事 業

を 拡 大 し て き た 。 現 在 は 上 瀧 専 務 の 父 、

と 情 報 収 集 し て い ま す 」 （ 上 瀧 専 務 ）

　 加 え て 、 コ ベ ル コ 建 機 が 機 械 本 体 と

チ ル ト ロ ー テ ー タ を 一 体 に し て 品 質 保

証 し て い た こ と も 大 き か っ た と い う 。

上 瀧 組 の 事 業 は 道 路 工 事 か ら 砂 防 ダ ム

ま で 幅 広 い が 、 近 年 は 頻 発 す る 大 雨 な

ど の た め 、 災 害 復 旧 工 事 が 増 え て い る 。

 「 こ う し た 現 場 の 多 く は 足 場 が 狭 か っ

た り 、 足 場 が 崩 れ て い る な ど で 仮 設 工

事 に は 多 く の 工 数 が か か り ま す 。 だ か

ら こ そ 、 1 台 の 重 機 で さ ま ざ ま な 作 業

が で き る チ ル ト ロ ー テ ー タ が 威 力 を 発

揮 し ま す 」 （ 上 瀧 専 務 ）

　 も う 一 つ 、 上 瀧 専 務 が I C T建 機 に 期

待 す る の は 、 若 手 の 成 長 を 促 す 効 果 だ 。

 「 現 場 に I C Tを 導 入 す る こ と で 施 工 前 か

ら 3 次 元 で 完 成 形 が 確 認 で き て 、 施 工

計 画 や 設 計 変 更 の 際 に も 活 用 す る こ と

が で き ま す 。 そ し て 、 I C T建 機 や チ ル

ト ロ ー テ ー タ は 、 生 産 性 向 上 や 人 材 不

足 の 解 消 以 上 に 、 若 手 に “ 乗 っ て み た

い ” “ 操 作 し て 施 工 し た い ” と い う き っ

か け や 夢 を 与 え る も の だ と 思 い ま す 」

こ れ ま で の  建  機 で は

不 可 能 な 作 業 を 実 現

　 チ ル ト ロ ー テ ー タ 搭 載 機 が 強 み を 発

揮 で き る 現 場 の 一 つ 、 泉 河 内 川 の 災 害

復 旧 現 場 で オ ペ レ ー タ の 山 片 聖 司 さ ん

に 話 を 聞 い た 。 山 片 さ ん は オ ペ レ ー タ

に な っ て 約 3 年 、 チ ル ト ロ ー テ ー タ 搭

載 機 を 扱 う の は 初 め て だ 。

「 特 別 な 訓 練 な ど な く て も 、 数 日 で 操

張 り な し で 作 業 で き 、 手 元 作 業 員 の 助

け を 借 り ず に オ ペ レ ー タ だ け で 作 業 が

完 了 す る こ と 」 と と ら え て い る 。 チ ル

ト ロ ー テ ー タ に は 1 0 年 ほ ど 前 か ら 関

心 が あ っ た が 、 初 め て 購 入 し た コ ベ ル

コ 機 が 自 社 機 と し て は 初 の I C T建 機 と

な っ た 。 上 瀧 専 務 は 導 入 の 決 め 手 を む

き 出 し の シ リ ン ダ ー の 「 か っ こ よ さ 」

だ と い う が 、 機 械 土 工 基 幹 技 能 者 な ど

各 種 資 格 を 持 ち 、 数 多 く の 重 機 に 乗 っ

て い る だ け に 、 機 能 を 見 る 目 も 確 か だ 。

 「 実 際 に 試 乗 し て す ぐ そ の 良 さ を 実 感

し ま し た 。 バ ケ ッ ト 交 換 が ク イ ッ ク

ヒ ッ チ で 簡 単 で す し 、 作 業 に 関 し て は

バ ケ ッ ト の 角 度 が 細 か く 調 整 可 能 で 、

現 場 の 設 計 面 に 対 し て 常 に 9 0 度 に 保

つ こ と が で き る こ と に 感 心 し ま し た 。

現 在 は チ ル ト ロ ー テ ー タ 発 祥 の 地 、 北

欧 の 現 場 で の 活 用 方 法 を 採 り 入 れ よ う

正 確 か つ 迅 速 な 施 工 を 可 能 に し 、
工 事 期 間 も 劇 的 に 短 縮
福 岡 県 嘉

か ま

麻 市 に 本 拠 を 置 き 、 土 木 工 事 を 中 心 に 手 が け る

株 式 会 社 上
じ ょ う た き

瀧 組 で は 、 専 務 取 締 役 の 上 瀧 直 樹 さ ん の リ ー ダ ー シ ッ プ の も と 、

I C T化 に も 積 極 的 に 注 力 。 2 0 1 9 年 に 購 入 し た チ ル ト ロ ー テ ー タ 、 2 D マ シ ン ガ イ ダ ン ス

（ 以 下 、 2 D M G ） 搭 載 の S K 1 3 5 S R が 、 こ れ ま で に な い 性 能 で 同 社 の 業 務 を 支 え て い る 。

I C T事 例

修 復 し た 河 岸 の 法 面

を 整 形 す る 。 丁 張 り

は 使 わ ず 、 作 業 を オ

ペ レ ー タ 1 人 で 正 確

か つ 迅 速 に 行 う こ と

が で き る

1. 現 場 監 督 の 上 瀧 悠
ゆ う き

煕 さ ん

は 、 チ ル ト ロ ー テ ー タ 搭 載

機 の 作 業 速 度 を 「 実 感 値 で

通 常 の 建 機 の 3 倍 」 と 語 る 。

ま た 、 バ ケ ッ ト 周 辺 に 作 業

員 を 置 か な く て 済 む た め 、

安 全 面 へ の 貢 献 度 も 高 い と

い う 　 2. オ ペ レ ー タ の 山 片

さ ん は 「 チ ル ト ロ ー テ ー タ

搭 載 機 は 、 オ ペ レ ー タ 経 験

の あ る 人 な ら 誰 で も す ぐ に

使 え る 」 と 断 言 す る

2 D M G の デ ィ ス プ レ ー 。 設 定 か ら 外 れ る と

色 と ア ラ ー ム 音 で オ ペ レ ー タ に 知 ら せ る 。

青 が 正 常 な 設 定 範 囲 、 そ れ よ り 上 の 値 に な

る と 黄 色 、 下 の 値 に な る と 赤 で 表 示 さ れ る  

河 岸 の 崩 れ た 法 面 を 急 ピ ッ チ で 復 旧 す る

S K 1 3 5 S R 。 狭 所 で の 正 確 な 作 業 が オ ペ

レ ー タ だ け で 楽 に で き る

株 式 会 社 上 瀧 組

所 在 地 ／ 福 岡 県 嘉 麻 市 漆 生 8 8 1

 0 9 4 8 - 4 2 - 0 0 7 8

現 場 に 先 進 の

I
C
T
を

特 集

こ ち ら の

Q R コ  ー ド  か  ら

動  画 を

ご  覧  い た だ け ま す

2

1

2

1. 機 械 好 き な 専 務 取 締 役 の 上 瀧 直 樹 さ

ん 。 新 型 機 の S K 7 5 S R - 7 に つ い て も 「 設

計 者 を 探 し て メ ー ル し よ う か と 思 っ た く

ら い 」 と デ ザ イ ン を 絶 賛 し 、 機 械 を 発 注 。

納 車 を 心 待 ち に し て い る 　 2. 「 I C Tの 活

用 と い っ て も 最 初 は 失 敗 ば か り で し た

が 、 そ れ が 糧 に な り ま し た 。 効 率 化 で き

る ま で や ろ う と 続 け た こ と が 今 日 の 成 果

に つ な が っ た と 思 い ま す 」 （ 上 瀧 専 務 ）

1

2

作 で き る よ う に な り ま し た 」（ 山 片 さ ん ）

　 工 事 で は 大 雨 で 崩 れ た 河 岸 の 法 面 を

修 復 。 崖 下 か ら 石 積 み し て 盛 土 し 、 叩

き 、 転 圧 し て 新 た に 法 面 を 形 成 し た 。

 「 一 般 的 な 方 法 で は 丁 張 り を 立 て て 作

業 す る た め 丁 張 り に ぶ つ け な い よ う に

気 を 使 い ま す し 、 そ の 部 分 の 作 業 は あ

と に な り ま す 。 し か し チ ル ト ロ ー テ ー

タ 搭 載 機 な ら 丁 張 り 自 体 が 不 要 で 、 作

業 が 非 常 に 速 く 進 み ま す 」 （ 山 片 さ ん ）

　 実 際 、 石 積 み が 完 成 し た 後 、 6 0 0

㎥ ほ ど の 盛 土 工 事 と 法 面 整 形 は 3 日 で

完 了 し た と い う 。 ま た 、 山 片 さ ん は

2 D M G 機 能 に つ い て も 、 作 業 が 格 段

に 楽 に な っ た と 語 り 、 「 最 初 か ら デ ィ

ス プ レ ー で 仕 上 が り 状 態 を 見 る こ と が

で き 、 高 さ も 勾 配 も 可 視 化 さ れ ま す 。

便 利 過 ぎ る く ら い で す 」 と 評 す る 。

　 現 場 で の 対 応 力 や 修 理 技 術 に 定 評 が

あ る 販 売 代 理 店 、 有 限 会 社 福 岡 重 機 と

コ ベ ル コ 建 機 の サ ポ ー ト 体 制 を 活 用

し 、 今 後 、 上 瀧 組 の 取 り 組 み は さ ら に

加 速 し て い く だ ろ う 。
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列 車 と 船 舶 の 交 錯 を

可 能 に し た 橋 　

逆 転 の 発 想 で 難 工 事 を 突 破
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新 潟 県 新 潟 市

株 式 会 社 グ リ ー ン 興 発

作 業 効 率 編

経  営 の ヒ  ン ト

ユ ー ザ 訪 問



こ ち ら の

Q R コ  ー ド  か  ら

動  画 を

ご  覧  い た だ け ま す

専 用 転 圧 機 の 導 入 で

最 終 処 分 場 の 延 命 化 に 挑 む

1 51 4



宮 崎 コ ベ  ル コ 建  機

「 C O N E X P O- C O N/ A G G 2 0 2 0 」 に 出  展 ！

コ ベ  ル コ 建  機
Wi n d 2  fr o m

油 圧 シ ョ ベ ル の ス ケ ー ル モ デ ル に
4 種 類 が 仲 間 入 り ！

【 公 式 】 コ ベ ル コ 建  機

k o b el c o k e n ki _ of fi ci al

国 際 展 示 会 に 初 出 展 の

C K 3 3 0 0 G- 2 S H L 仕 様

1 71 6



D
O

K
U

S
H

A
 

N
O
 

H
I

R
O

B
A

ヨ コ の カ ギ

4

1

3

2

5

1 91 8


